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１ スプリンクラーの設置方法と概算費用 

・一般的に、グループホーム等の小規模福祉施設向けスプリンクラーとしては、各社が水道直結方式

を商品化しており、設置費用として9,000円～10,000円／㎡程度であるが、既存の戸建住宅を転用

する場合、仕上げ材料※に応じて放水量・放水圧が規定されているため、水道直結方式の採用は困

難なケースが多い。その場合、貯水槽設置型を採用することになるが、貯水槽設置費が別途必要と

なり、水道直結方式に比較して割高となる。 

※内装仕上げが準不燃材及び不燃材の場合は、放水圧 0.02MPa 以上・放水量１５ℓ/分以上（４

時間同時開放時）、内装仕上げが難燃材及びその他木質系材の場合は、放水圧 0.05MPa 以上・

放水量３０ℓ/分以上（４時間同時開放時）と規定されている。なお一般的スプリンクラーは

放水圧 0.1MPa・放水量８０ℓ/分以上。 

 

方式 特徴・課題 費用 助成金 

水道直結 

方式 

（乾式 

・湿式） 

・公設水道の給水管から分岐して配管し放水口を

設置するタイプ。貯水槽や加圧装置の設置の必

要がなく設置コストを抑えられるが、放水圧力

や放水量は一般のスプリンクラーに比較して

低い。 

・水圧が安定しない場合、この方式の採用は困難。

水道局との協議が必要。ヒアリングによれば、

既存の戸建住宅を転用した場合の水道直結方

式の実績がないとする社も複数あり。 9,000 

～10,000 円/㎡ 

9,000 円 

／㎡ 

貯水槽 

設置方式 

・一般的なスプリンクラー設置方法で、敷地内に

貯水槽を設置し、加圧ポンプで総帥するタイプ。

水道直結式と比較してコストアップになるが、

安定した放水圧・放水量を確保できる。 

 

上記費用に加え、

貯水槽の設置費

用（１００万円程

度）の必要が必

要。 

（出典：小規模高齢者施設における防火対策と耐震対策 2010（社）日本医療福祉建築協会） 
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２ スプリンクラー設備の設置事例－ふるさと向島５丁目ハウス 

・建物用途：無料低額宿泊所       ・定員：１２人 

・用途地域：商業地域・防火地域     ・構造・規模：鉄骨造・３階建 

・建築面積：49.272 ㎡         ・延べ面積：141.605 ㎡ 

・スプリンクラー設備の概要：特定施設水道直結型スプリンクラー設備（ポンプ設置なし） 

・設置費用：約５０２万円（税込み）（約 35,000-/㎡） ・東京都補助※：４７０万円 

※平成２３年度無料低額宿泊所防火対策緊急整備支援事業補助 
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３ ケーススタディ 

・具体の地域・事例でのケーススタディを通じて、空き家を活用した互助ハウス（仮称）の展開の可

能性・課題、展開イメージについて整理する。 

（１）戸建住宅型 

 

①空き家の概要 

・大久保２丁目、新大久保駅から徒歩６分の場所にある空き家となった戸建住宅を対象にする。 

物件概要 

賃 料 29/5 万円 

構 造 軽量鉄骨造 

階 数 ２階建 

建築年月 昭和６０年１２月 

床面積 137 ㎡（約 41.5 坪） 

間取り 4LDK 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②周辺の家賃相場 

・周辺物件の賃料相場は、ﾜﾝﾙｰﾑ、1k タイプで 6～8 万円／月 

 家賃 交通 専用面積 間取り 

賃貸マンション 5.9 万円／月 大久保駅徒歩 7 分 15 ㎡ ﾜﾝﾙｰﾑ 
 7.9 万円 新大久保駅徒歩 6 分 26 ㎡ 1k 
賃貸アパート 7.9 万円 新大久保駅徒歩 6 分 26.2 ㎡ 1k 
 7.5 万円 新大久保駅徒歩 10 分 22.4 ㎡ 1k 

 

新大久保駅 

東新宿駅 

対象とする空家 
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③戸建住宅型への改修のイメージ 

・健常高齢者を対象にした住宅として、１階部分の共用スペースを拡充、2 階を高齢者の個室に改修。 

 

【従前のプラン】                 【改修後のプラン】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1F 

2F 

1F 

水廻りの改修 
・風呂、トイレの手す

り取り付け、扉引き
戸化、洗面コーナー
の車椅子対応化 

 
 

共用スペース等の改修 
・和室、リビングの間仕

切壁を取り外し食堂・今
を拡大。和室部分を事
務・宿直室に改修。 

 

陽だまり空間の確保 
・食堂・今の南面の屋外

スペースを活用し、ベン
チ、パーゴラ等を設置
し、ちょっとした陽だま
り空間を設置。 

 

個室等への改修 
・２階の健常高齢者向

けのシェアハウスと
して個室利用。 

・洗面、トレイ、談話
コーナー等を設置。 

 

食堂 事務室 

・ 
宿直室 

居間 

居室 

テラス 

談話ｺーﾅー 

物干し 居室 居室 

洗濯機 
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（参考）アパートメント型 

・アパートメント型の部分改修例として、中層マンションの低層階を互助ハウス（仮称）に改修し、コ

モンルームを併設する。敷地内のオープンスペースを屋外コモンとして、高齢者の交流を図る場に提

供。地域の生活支援員による高齢者の生活支援のほか、上階に居住する若年層の家賃の補填のバータ

ーとして、高齢者の見守りやゴミだしを支援してもらう等も考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コモンルーム 

居室 

居室 

居室 

屋外コモン 

敷地面積１７６㎡ 

【改修前】 

【改修後】 


